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　2026/27シーズンが始まる。今シーズンの柱は、なん
といっても2027年に没後200年を迎えるルートヴィ
ヒ・ヴァン・ベートーヴェンをおいて他にない。そこ
でシーズンのオープニングコンサートでは、ベートー
ヴェンがいたからこそ生まれた、或いは高度に発展
したジャンルのその後を受け継ぐ作品を取り上げ、
2027年への伏線を張ろうと考えた。ジャンル、曲を
絞るのは困難を極めたが、ベートーヴェンが新たに
開拓し生涯の全時期にわたって書き続けたチェロ・ソ
ナタというジャンルの最大の継承者であるブラームス
のホ短調ソナタ、ベートーヴェンが生涯を通じて探求
し続けたピアノ・ソナタでは、シューベルト最晩年
（といってもベートーヴェンの死の翌年）に作曲された
第20番イ長調のソナタD959、そして若きベートー
ヴェンが作品1という番号を当時の作曲家の王道スタ
イルであった弦楽四重奏曲に与えるのではなく、敢え
てクローズアップさせたピアノ三重奏曲というジャ
ンル（ただしわりと早い時期にその発展性に限界を
感じたのかジャンルの筆を折ったが）における正統
的な後継の最重要作であるシューベルトの第2番変

ホ長調を選曲し出演者を検討した。
　毎年オーストリアの片隅、ホーエネムスとシュヴァ
ルツェンベルクで開催されているシューベルティアー
デの常連で、演奏、人柄共に敬愛するピアニストの
ウィリアム・ヨンと、TOPPANホールで数々の忘れ難
い室内楽の名演奏を披露し続ける笹沼樹を迎え、そこ
に先日イザイ無伴奏全曲等で進境著しい毛利文香を
加えて、この壮大なプログラムにチャレンジすること
とした。既にお分かりかと思うが、26周年を迎えた
TOPPANホールが、これまで同様、停滞することなく
前に向かって進む意欲を見せたいと願うコンサートで
もある。ウィリアム・ヨンは、ニルス・メンケマイヤー
やユリア・フィッシャーらと長らく音楽を育み、モー
ツァルトやシューベルトで精緻でありながら詩情漂い、
心を感じさせる音楽を奏でる名手。TOPPANホール育ち
の我らが笹沼樹、毛利文香を共演者に迎え、瑞々しく
どこまでも血の通った音楽が生まれることを期待して
いる。
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